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本
誌
第
十
二
卷
十
號
十

.

一
號
の
兩
號
に
载
せ
、一
咋
年
页
に
二
三
宇
句
の
修
正
を
加
へ
て
我 

'經
濟
擧
‘部
同
人
が
今
は
跸
に
故
人
ヒ
な
れ
る
同
僚
阿
部
敎
授
を
其
病
沭
に
慰
籍
す
る
の
目
的

を
以
て

.
編
M

せ
る

「

經
濟
學
說
研
究

」

中
に
採
錄
を
請
ひ

た

る

「
r
a
b
k
a
u
.

 

&
o
n
o
B
I
q
u
e

 

(

經
濟
表

)

の
解

•

.,..，
：
..
.
.

.-

.
 

.

.

.

.:

.

.

.

.

. 

— 

.

.：

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 
'

說」

の
後
半
部
に
於

|
て
.

£

3分
は

「

ヶ
ネ
ー
の
語
を
以
て
ヶ
ネ
ー
の
範
式
を

is

;
き
然
る
浚
に
必
要
な

, 

: 

.

. 

.

.
' 

.
: 

,
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.

-
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.

.

.

.

. 

•
. 

..

る
註
解
を
其
上
に

*

す
可
し

,-
,
/

」

前
提

S

し
て
先
づ
彼
の
言
を

次

の

如
く
に
引
用
し
た

.

「

經
濟
表
は
三
つ
の
階
級
ミ
彼
等
の
年
々
の
資
産
ヾ

」

を
包
岔
し
、彼
等
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の
収
引
を
次
の
形
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I
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#

階
級
の
年
々
の

17C
O

SO

は
總
額
ニ
十
億

(

年
々
の
元
資
ミ
は

#

年
土
地
耕
作
の 

'■
'
' 

.一'
爲
め
に
投

0

ら
ゐ

.

V

»
用
の
美
に
し
て

0

額
の

fj
s

倍
に
释
る

&

^

資
本

く
し

は 

_
剑
然
區

.
別
：す
る
を

®

ず)

に
し
て
五
十
億
の
生
產
を
な
す
ナ
內

|:‘1

十
億
は
純
生
產

' 

:
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此
勝
.
級
<5
mo
_

''
.
.
.
«I

T

十
億
に
し
て

■

彼
は
其
內

0

:
十
修
，を
坐
產
階
級

'±

り
の
膙
. 

地
主
.階
級

I
:

生

I
I

:

M

に
、他
の
：十

®

を

^

生
產
階
級
よ
ト
の

»

買
は
費

-す
。：
：
で
 

此
階
級

®

^ 0
® 0: 

k

總
顏
十

'億

に

.し

で

生

産

：階

級

よ

b
,原
料
を

._

入
す
る
爲
め
 

階

•
級

|

に(

不
生
產
階
級
に
依

i

费
さ
る
。

故
に
生
產
.階
級
は
生

®

物
十

®

を
地
主
階
級
に
，賣

\

同
じ
く
十
億
墓
工
業
の
原

料
.
，、し
し
 

て、彼
よ

P

之
を
購
入
す
る
、不
生
產
階
級
に
賣

-«
す
、 

此
額
ニ
十
®也 

.
地
主
喈
級
が
不
生
癒

.階

.級
よ
！

A

の
‘.脚
入
に
へ

«

し
た

'
る
^

億
' は
、此
階
級
に
依

b

郛
階
級
を
龃
 

織
す
る
人
々
の
食
料

V
J

し
て
、生
產
階
級
よ
り
生
產
物
を
購

X
す
る
爲
め

.
に
用
ゐ
ら
る

"

■

:

:

■

此額十偉也
 

(

從
'
つ
t

i

^

'階
級
：及
不

：：

生
.
產
階
級

'
:
.
生̂
途
隙
級
よ
り

「

_

入
.
す
か
：總

.

.額

.は
： .

I

二
十
偉
也

賣
却
せ
る
三
：十
億
の

4

I

物
に
代
え

.て
生
：產
階
叙
：，の

.
受
領
せ
る

”
此
三
十
億
の
內
其
ニ
ナ
億 

は
當
該
年
度
の
所
得

ぐ
し

し
て
彼
之
を
地
主
階
叙
に
負
ひ
、爾
餘
の
十
億
は
彼
.之
を
不
生
產
階
級 

よ
ぅ

H

 

_
品
を
購
入
す
る
爲
め
に
殺
す
。
此
後
の
階
級
は
此
金
額
を
、

^

め
彼
が
.其
エ
蔭
品
中 

に
使
用
す
る
原
料
を
講
入
す

る

爲
め
に
、生
.產
階
級
に
支
拂
ひ
た
る
其
元
資
を
囘
復
す
る
目
的 

;

に
て
保
有
す
。

」
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.

’取
，ぐ
し

伽

-x

の
爲
め
の
勞
働
士
は
不

.生
，產
階

M

.

の
：販
賣
額

.
を
■
ニ
十
億
：
.に
達
せ
し
む
。
其
內 

の
十
偉
は
此
階
級
を
組
織
す
る

-A

々
の
爲
め
に

#

さ
n
.
;
:

:

.

他
の
十
偉

は

、
次

年
度
に
於
て 

.新

.た
に
生
產
階
叙
よ
：り
不
生
產
階
叙
の
製

.
作
す
'
名
.エ
_

品

,0

原
料
を
購
入
す
る
爲
め
.に
用
ゐ 

'•
e

>

f

、，彼

''
0

元
資
を
囘
復
す

'る
自
的
む

.
て
'
保
有
せ
，
&

.

な
。」

，
：

'
_ 

,
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生
產
總
额
：
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L

十
億
中
よ
り
地

'
主
階
級
及
不
生
產
階
叙
は
其
消
費
の
爲
め
に

H

十
億
を

®
 

入
し
た

>
9 

0

.故
に
生
產
：階
級
の
手
許
に
は
猶

M

a

十
億
.

の
生
產
物
，殘

_
存
す
。
：.
加
之
此
階
級
は 

不
生
產
階
級
よ
ぅ
十
億
の
ェ
農
品
を

«

入
せ
る
を
以
て
、彼
の

_
年
々
の
：
®

本
は
.
f

て
三
'十
億 

に
上
ぅ
、其
は
此
階
赦
の
各
種

.

の
.
勞
働

(

是
：は
農
寒
の
年
々
の
ー
兀
資
•

る
：も
の
，
よ
P

支
給
せ
ら
る

】 

及
が
設
備

*

產
の
日
常
各
輝
の
修
復

(

是
は
後
に
述
ぶ
名
利
子
よ

i

神
f
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に
從
事
す
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四

凡
百
め
人
々
に
依

-
^
V

T
消
費
せ
ら
る
.。

故

に

生
崔
階
級
め
年
々
：の

«0
_

%

は

一

ニ

十

億

に

し

て

-
其
 

ニ

十

億

は

辱

己

の

消

费

の

.#
め

に

保

有

す

る

生

產

物

ょ
>

9

成
戈
他
：Q:

十
..偉
は
不
生
產
階
级
ょ 

办

備
入
し
た
る
エ

»

品
ょ

^

成
る
。
此
三
十
億
は

：

A
 

M
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®
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K
 

呼
ぶ
所
の
も
の
を
形
成
す
る
も
の

y

し
て
、其內
の
一
一

.

十
億
は
、此
階
級
が
：其
消
费
に
因
ヶ
て
消 

滅
せ
.

し
：め
た
る
费
用
を
補

.
償
し
維

' 

持
す
る
爲
め

#

々
B

生
產
す
る
；

「

其
a

.十
慮
の
再
生
産
の
爲 

め
の
直
接
の
勞
«
に

_
殺
さ
、

る
、
年
々
の
元

*

を
形
成

.
し
，他
の
十
億
は
.此
同
じ
及
級
に
依
り
興 

設
備
的
元
.
資

Q
;

利
平(

譯
者
_

此
場
合
に
於
て
は
百

.
傭
の
一
割
な
る
は

'

ヶ
.

ネ
1

の
言
の
如
し

)
5
0

 

し
に
.
.資
却
代
金
中
ょ
办

.

豫
；め
控
除
せ
ら
る
。」 

"
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而
し
て
第
一
一
に
、今

彼

の

此

翁

‘
に
*

々

ヶ

ネ

I

の
.

^

濟

表

Q

範
：式」

を
補
註
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る 
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の

如

ぐ

な

る

可

し
/

說
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を
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最
後
に
此
表
ビ
右
揭
の
_
き
ヶ
ネ
ー
の
經
濟
表
の
範
式
ミ
の
對
照
を
請
び
つ

>■
'

典
兩
者
を 

比
較
す
る
ど
き
は
其
間
に
相
違
あ
々
て 

「

彼
：此
の

I

致
を
見
：ん

'

が
爲
め
に
は
、

『

範
式

」

に
於
て
左
側
難
列
の
最
填
上
の
數
字
ょ
り
右
側
縦 

列
の
下

.

段
0

敷
字
に
斜
行
す
る
點
線

を

、

此
表
の
如
く
左
侧
縱
列
第
二
行
目
の
數
.字

ょ

り
斜
行 

す
る
も
の
に
改
正
す
る
が
、恶
く
は
_
皮
對
に
此
表
を
彼
の
範
式
の
如
ぐ
改
疋
す
る
か
の
ニ
方 

.

法
に
就
き
て
、其
一
を
撰
擇
し
來
な
を
必
要

S

す
る
も
の
な
る
が
、吾
人
は

.

此
表

」

を
以
て
疋
し

V」 

な
し
從
つ
て
改
む
可
き
は
彼
の
範
式
な
ヴ

V』

な
す
者
な
ぅ
。：
蓋
し
此
表
は
ヶ
ネ
ー
の
說
明
を 

忠
實
に
追
ひ
行
き
て
作
れ
る
も

0 .

な
れ
ば
、彼
の
說

.

明
.

に
.

t

な
き
限

.CS、

此
表
は
改
め
ら
る
可
，
 

き
性
質
の
も
の
に
あ
ら

t '

，じ
ff
i

ひ
得
る

®

上
に
、範
式
の
如
く
點
線
を

.

弓

ぐ

"
，は

ヶ

ネ

ー

の

說

明
 

の
何
鹧
に
照
合
し
て
之
を
勘
考
す
る
も
、終
に
其
理
由
を
得

る
能
は

す

し
て
結
局
無
意

_

た
る 

を
發
見
す
れ
ば
な
ぅ
％

^.

主
張
し
て
®
い
た
の
で
あ

る

？

.

然
る
に
最
近
苒
び
自

B

の
蕾
の
當
否
を
檢
駿
：す

.

る
の
機
を
得
る
に
及
び

「

右
は
必
ず
し
も 

爾
か

_

a

得
る
も
の
に
あ
ら

S

る
を
發
見
し

.

た
の
で
；あ
る
。
而
も
其

.

.保
ケ
ネ

I

の.右
の
說
明 

を
忠
實
に
追
ひ

.
行
き

T

作
製
せ
る

*
2
!分
0

圖

解

に

一

過

：
ち

.
あ
办

た

，
る‘が

：
爲

め

：

で
，；

株

な

：
ぐ

し

て

、
實

' 

第
二
十
,
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四I
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濟
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雜
二
十#

c
m

八)

ヶ
ネー「

經
濟
炎
の
範
式

」

S

:て 

. 

.

j四

雛

t
v

は
ヶ

：
ネ
1

S-

身

g
「

範
式

」

が
右

Q

說
明
を
如
實
に
追
跡
し
行
か
梦
し
で
稍
々
興
れ
る
見
地
よ
ぅ 

作
製
：せ
ら
れ
た
る
に
因
る

ビ

い
ふ
特
種
'の

»'

情
.に

*

ぐ
の
で
あ
る
。，

.

因
.づ

T

今
其
次
第
を
'述 

ベ
て

I

部
は
ヶ
ネ
ー
の
爲
め

k
、
一 

部

は

自

分

の

爲

.め

に

辨

じ

で

見

や
タマ

J
ff
i

ふ
。

そ
こ
で
第
一
に
注
意
を
，請
ふ
可
き
は
ヶ
ネ
ト
が
右

0

說
明
の
後
に
附
：せる

「

撮_
中
に
於
て 

左
の
如
ぐ
述
，ベ
て
居
る
こ
ミ
で
あ
る
。

五

十
®

の
雜
r

が

最

初

生

產

階

級

S

地

主

階

級
S

の
間
に
分
配
せ
ら
れ
、年
々
同
一
の
再
生 

產
を
永
久
に
保

■

す
る
が
勿
き

«

然
た
る

®

序
に
て
年
々
費
さ
る

^:

せ
®
、十

億

は

地

主

階

叙 

に

依

れ

生

產

階

級

よ

り

の

購

貢

に

费

さ

れ
十
億
は

不

生

產

階

級

よ

&

の
'購

買

に

費

さ

る

可
し
。
 

*

他
の
二 

|

階

級

に

三

十

億

Q

f̂
e
.

產

物

を

賣

却

せ

る

生

產

階

級

は

所

#

の
^

*

の
爲

め

に

其

內

よ

 

b

H

十

億

を

支

出

じ

不

生

產

階

級

に

就

て

爲

す

職

貢

の

'爲

め

に
^

內

よ
女
.
十
億
.
を
費
す
。

故 

に
.不

生
a

階
級
は
ニ

.
十

偉

を

受

取

ぅ

1

を

其

働

き

人

の

食

料

雪

め

f

幽

エ

藤

品

の

原

料 

:

レ
の

爲

め

に

生

産
i t

叙
に
、消

費

^

o 

.两
し

て
' 

生

產

階

級

«

■年

々
ニ
：士
億
：
^

生
'產

物

を

己

ft
自
 

身

?)
爲
め
に
费
し
•斯

<
 

て

年

々

の
.
再
生
産
總
額
五
，十

億

の

失

費

又

は

消

^

を
，：完
了
す

」

蓋
し
此
言
に
基
き
て
圖
解

-
を
作
製
す
れ
ば
典
は
ス
タ
フ
ア
ン
；
ク
ァ
ー
.段
の
次
の
表
の
如

く

な

> :

可
.ぐ
.
し
て
‘
之
'
:を
.俞
の
1
說
明」
の
.
圖
解
ビ
比
較

〉

. 

す
る
ど
き
は
彼
此

M

ら
枏
等

t

が
.
ら
ず
し
て
、從つ 

て
所

|
|「

»

«」

は
®

確
'に
.は
#
®
た
る
の
用
を
爲
さ 

M

る
を
見
.
石
其
ブ
方

‘
に
：ぃ
於
：て
邱
が
如
實
に
ヶ
ネ
ー 

0

意
を
漱
は
す
名

0 .
に
あ
ら
ぎ
る
こ
ヾ

」

も
亦
た
此

. 

表
が
ヶ
ネ

I

の『

範

^」

ヾ

し

等

し

か

ら

ざ

る

に
0

 

,

b

し 

て
自
ら
明

&
 
■

、ム

炉
6

 

而
し
て
然
、 

ぐ
し
き
は
ヶ
本

1

の
此

「

撮
_

«

之
に
先
立
：

0
「

說
明

^

‘ 

,

之
に
次
ぐ

「

範
式

J

S

の
勝
に

-
彷
猶

.す
る
獨
立
の
一
立 

J

O

の
.
な
p

 

V
J

斯
5

言
は
ね
ば
な
、

b

ね

0

で
あ
る
が
、併
し
ヶ 

意
た
る
は

'a

6

爾
.
か
名

{

る

に
.
徵
し

て

遵
も
疑
ふ

' 

可

く
i >
'-
 

雪

.
別
個
の
見
：地
ょ
り
ヶ
，
ネ

[

自
身
の

「

說
明」

ビ

相
容
，れ
同

時
に
又
た
ヶ
ネ

_

自

身

0'「

翁

武

』

ど

相

和

す

る

が

齟

く

は

雕

釋

せ

ら

れ

輪

ば

な

ら

ぬ

の

.で
あ
：
つ 

て

、
是

こ
，

そ

：
吾

々

の

：
當
'さ
；に

努

む

可

き

服
，

た

る

の

?

办

な

^
良

分

は

悬

は

グ

ネ

i

が

*
主
：階 

第U

十

卷

0

1

九)

ケ
ネ
丨

「

释
濟
爽
の

S

式
し
に
就

V

 

節
四
號
 

九

.

2

赏
に
し
て
何
れ
に
も
歸
風
せ
ざ

る 

ネ

ー

が
是
を
以
て

「

&

要」

、卩
爲
す
の 

な
い
办
で
ぁ
る
故
に
結
局
此

「

撮

60



第1
1

十
卷

(

四1
4
0
)

,.'

少
f

s

l

s

式し
S

V

 

昆
職

：

3

級
生
産
階
級
及
び
：不
生
廣
階
級
の
三

©

級
呷
に
幾
許
の
取
引
，が

#

ば
る
、
か
を
蒋
說
す
る
に 

止
め
て
輿
資
源
の
如
き
に
就
で
は
必
ず
し
も
蓝
碯
に
：再
舞
す

'る
こ
：す

¥

»

せ

ざ

ぅ

し

.が

故

に
 

即
ち
彼
の
如
く
然
ヴ
矣
さ
解
ず
る

0 ;

外

，は

な

い

で.ぁ
ら

5

ビ

思
ふ
。；
蓋
し
之
を

W
 

く
解
す
る 

V
J

き
は
其
は
前
の

「

說
明

J
V
/
相

魁
す
る
こ

€

な

く

じ

て

、
ヶ

ネI

が
右
の
言
に
次
い
で

「

費
用
の
分 

配
は
所
得
の
總
額
よ

P

出
て
斜
に
一
階
雜
マ

」

他
_

級
，とに
下
ぅ
行
ぐ
點

_

に
依
ぅ
て

| 8
:

さ
る

o

 

是

等

の

颭

線

の

末

端

：に

.
は
，左
存
洪
ぢ
所
得
の
所
有
者
が
鸯
等
の
各
嗥

 

購
買
に
費
す 

總
額

.
置
か

.

る。
ニ
階
級
間
栩
互

’の
取

'
引
も
亦
た
一
階
級
よ
り
購
實

\
の
行
は
る

、

他
階
級
に
斜

' 

に
下
り
行
ぐ
點
線
に
依
ぅ
て
記
さ
る
。
而
し
で
各
線

0 ;
末
端
に
は
兩
階
叙
の
一
つ
が
他
よ
ゲ 

受
く
る
總
额
從
う
て
各
自
：の
費
用
の
爲
め
に
彼
等
の
間
に
雷

.
る
、
取
列
に
依
り
て
相
互
に 

受
く
る
總
額

®

か
る

」
V」

說
ぐ
所
に
合
致
す
る
其
一
方
に
於
て
は
*ゲ
ネ
丨
が
前
の
說
明
に
於
て 

は
不
生

.產
階
級
は
其
元
.資
十
億
を
以
て
加
工
材
料
を
購
ひ
地
主
階
鉍

よ

ダ

受
<
 

る
十
億
を
以 

て
®

己
の
食
料
品
を
購
ひ
、生
產
階
級
よ
り
受
る
十
儘
，を
以
て
次
年
度
の
元
資
ど
な
す
ヾ

」

_

ひ、
 

後
の

-
振
耍

」

(-
-

於
て
は
不

4

ー
產
階
級
は
地
主
.階
級
よ
り
受
る
十
傲

S

生
產

'階
«

よ
b

受
る
十
値 

ビ

を
以
て
贫
料
品
及
び
原
料
へ
を

) *

ふ
マ」

說

き
て
前
後
：不

.I

致
の
"

言
‘を
爲
.
せ
な
»

跳
稻
も

「

說
.逆

及
び

「

撮
寒

に

於

て
は
生
產
：階
級

' 0

資
«

は
總
て
其
生

.
產
_

の：賣
却

^

金
：

.'
^

' 1

ぅ
^

.
づ
'-.

V
J

謂

'.
a
 

な
が
ら

「

範
式

」

に
於
て
は
其
が
恰
か
も
年
々
の
元
資
ょ

4

出
づ
る
か
の
如
く
に
表
示
せ
る
淇
不 

1

致
を
表
示
せ
ん

ビ

す

石

目
的

興
る
が
故
に
、共
に
大
體
の

立
芦
を

*

せ
ず

i

て

容
赦

せ
ら 

れ
從
つ

て
職

式

の
如
く
に
之
を
表
示
す
る
も
强
ち
に
啓
む
可
か
ら
す

V」

斯ぅいふ
こな
 

る
か
ら
で
ぁ
る
。
即
ち

*

て

ヶ
ネ

ー
の「

範
式

0

辨
に
し
て
、彼
の

範
式
は

斯
ぐ
解
し
て
の

み

一
 

條

の
、®

路

を

觅
出
す

V」

謂

ひ
得

可

き
.が

故
R

、自
分
せ
.今

や

爾

q

考

論
：を

.

改

め

^
、ヶ

ネ
i

の

-1
2
 

式
は
資
源
の
如
何
を

遡
く
度
外

に
措
き
て

'W

に
爷
階
級

'間
に
：於
け
る

_

質
を

_
主

ど

し

て

作
:'
.
® 

诠
ら
れ
セ
る
が
故
に
即
ち
彼
の
如
く
に

.

し
て
、

:'
0

分
の

.
圖
解
は
彼
の

「

說
明

」

に，
基

き

資
源
を
も
合 

せ
て
之
を
表
示
し
た
，る
が
故
に
即
ち
又
た
彼
の
如
：ぐ
な
り
し
な

k
 

r

, M
«

んy

欲
す
か
の

で

あ

る 

：

.ソ
.

::,

第1
1屮

#

 

(

四

ニ一 :
)

タ
ネ|「

經
濟

表©'
-
'範
式」

1
1就
て 

笫
四
號


